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土地や重機がない素人が、「とりあえず仕事をやって
み る」ために必要なものを借りることができます。
山の仕事のスモールスタートが可能です。

未経験の人が、山の仕事を覚えるための各種ワーク
ショップや講 習を受けることが 可 能 です。「とり
あえずやってみる」を経験した後に、どうやって
本格的な仕事にするかを考えることができます。

山の仕事に自信がついたら、自分の山を持つことが
できます。自分のリズムで働く、新しい山仕事を
自作できます。
所有者の特定や境界の確定など、難しい事務仕事を
森林バンクで解決することができます。

自分のリズムで働く新しい山仕事でも、一人では
難しいことがあります。施業の技術を学びあったり、
機材を融通したり、一緒に販路を開拓したり。
山守ラボには、自立した仲間があつまるコミュニティ
があります。



事業の成果

来年度以降の移住者見込み売り上げ 7,229,600円 （３年合計）
山林の集約 18.6 ha
従事する移住者 3名
ワークショップ参加者（のべ人数） 32名
オンラインコミュニティ人数 252人
ワークショップ開催回数 4回

山守ラボのWEBを公開した。
山守ラボのFacebookページを開設した。

一緒に山仕事を実施してくれそうな関係人口を5名ほど見つけることができた。









事業の振り返り

・とりあえず森林整備での移住者仕事は作れた。

・ガチで金稼ぐワークショップには人が来ない問題

・ゆるふわエコワークショップには人が来る問題

・そもそも金稼ぐ気持ちを醸成しないとダメなの？

・意外と高齢者から学べることが少ないかもしれない？
林業を起業したことのある世代はもうすでにいないかもしれない？
法令の制限を正しく理解できている高齢者がみつからない？

＝＞結局、自分たちで問題解決したほうが早いけど・・・



今後の展開

・とりあえず自分たちが楽しく稼ぐ

・その様子は公開する

・山守ラボの残りの機能（共有土場・モデル林）を進める

・何となく仲間になりたいような雰囲気を醸す

「林業スタートアップの聖地」を目指すよ。


